
議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か

この議会だよりは再生紙を使用しています。この議会だよりは再生紙を使用しています。

　
平
成
18
年
10
月

18
日
　
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
民
生
常
任
委
員
会

19
日
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
文
教
常
任
委
員
会

20
日
　
駅
前
等
再
開
発
特
別
委
員
会

23
日
　
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
民
生
常
任
委
員
会

24
日
　
文
教
常
任
委
員
協
議
会

　
11
月

15
日
　
建
設
常
任
委
員
協
議
会

17
日
　
駅
前
等
再
開
発
特
別
委
員
会

　
12
月

5
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
協
議
会

　
第
４
回
定
例
会

　
　
（
12
月
８
日
か
ら
12
月
22
日
）

8
日
　
本
会
議
（
初
日
）

11
日
　
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
建
設
常
任
委
員
協
議
会

　
　
　
民
生
常
任
委
員
会

12
日
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
文
教
常
任
委
員
協
議
会

14
日
　
駅
前
等
再
開
発
特
別
委
員
会

19
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
協
議
会

21
日
　
本
会
議
（
２
日
目
）

22
日
　
本
会
議
（
最
終
日
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
平
成
19
年
１
月

４
日
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

傍聴手続きは簡単です。気軽に議会事務局（市役所新館３階）までお越しください。
平成19年第１回定例会は、次の予定で開催されます。
開会予定時刻は、いずれも午前10時です。
　本　会　議　２月２２日・３月７日・８日・２９日
　常任委員会　３月９日・１２日
　駅前等再開発特別委員会　３月１５日
なお、会議開会の予定時刻30分前までに傍聴希望者が定員を超えた場合
は、抽選になりますので、あらかじめご了承ください。

　平成18年第4回定例会は、12月8日から１2月22日までの

15日間にわたり開かれました。この定例会では、閉会中に
審査が行われた平成17年度の一般会計など8会計の決算を認
定し、今定例会に市長から提出された20件の議案を可決・
承認し、請願1件を継続審査とし、議員から提出された9件
の意見書などを可決しました。また、選挙管理委員会委員及
び同補充員の選挙を行いました。

　
12
月
22
日
の
本
会
議
で
、
次
の
7
件
の

意
見
書
を
可
決
し
、
国
会
及
び
関
係
行
政

機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

平成1 7 年度会計別決算額表 （千円以下は四捨五入）

○
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
と
も
な
う
諸

問
題
の
解
決
を
求
め
る
意
見
書

○
生
活
保
護
制
度
に
関
す
る
意
見
書

○
難
病
医
療
費
適
用
範
囲
見
直
し
に
関
す
る
意

見
書

○
肝
炎
問
題
の
早
期
全
面
解
決
と
ウ
イ
ル
ス
性

肝
炎
患
者
の
早
期
救
済
を
求
め
る
意
見
書

○
「
非
核
三
原
則
」
の
堅
持
を
求
め
る
意
見
書

○
「
法
テ
ラ
ス
」
の
更
な
る
体
制
整
備
・
充
実

を
求
め
る
意
見
書

○
「
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
の
設
置
拡
充

を
求
め
る
意
見
書

　本会議の経過を記録した会議録、委員会の経過を記録した委員会記録
については、次の施設で閲覧できます。
市民図書館、鳥飼図書センター、各公民館、市民サービスコーナー（千
里丘・正雀・南摂津）、男女共同参画センター、市役所の情報公開コー
ナー
　なお、平成18年第4回定例会の会議録は2月20日頃から閲覧できるよ
うになる予定です。
　閲覧を希望される方は、それぞれの窓口で申し出てください。

本会議・委員会の記録の
閲覧について 　　　　　

○
年
始
及
び
暑
中
見
舞
い
等
の
時
候

の
挨
拶
状
は
出
さ
な
い
。

○
葬
祭
に
際
し
て
樒
、
香
典
、
供

花
、
供
物
、
弔
電
等
を
し
な
い
。

○
結
婚
、
入
学
等
慶
事
に
際
し
て
、

お
祝
い
、
祝
電
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
等

を
し
な
い
。

○
各
種
団
体
等
の
諸
行
事
に
際
し

て
、
お
祝
い
、
祝
電
、
寄
付
、
寸

志
、
広
告
等
を
し
な
い
。
会
費
の

額
が
明
記
さ
れ
て
い
れ
ば
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

○
中
元
及
び
歳
暮
等
の
贈
答
並
び
に

手
帳
、
カ
レ
ン
ダ
ー
類
の
配
布
は

行
わ
な
い
。

○
新
聞
等
の
名
刺
広
告
及
び
協
賛
広

告
は
行
わ
な
い
。

○
後
援
会
名
義
で
、
前
記
の
行
為
を

行
わ
な
い
。

　
摂
津
市
議
会
で
は
、
次
の
事
項
を
申
し
合

わ
せ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
合
わ
せ
事
項
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305億9,981万円

82億2,784万円

50億8,250万円

14億3,820万円

59億4,929万円

2,646万円

29億5,824万円

26億8,388万円

1億 3,278万円

305億      85万円

84億9,816万円

50億3,929万円

2,716万円

62億7,306万円

2,646万円

29億　963万円

23億3,856万円

9億7,055万円

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健 医 療

財 産 区 財 産

公 共 下 水 道 事 業

パートタイマー等退職金共済

介 護 保 険

一 般 会 計

水道事業

会 計

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

特

別

会

計

歳 入 総 額 歳 出 総 額区　分会 計 名

　
平
成
18
年
第
３
回
定
例
会
に
市
長

か
ら
提
出
さ
れ
、
閉
会
中
の
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
、
平
成
17
年

度
の
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
８

会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
総
務
・
建

設
・
文
教
・
民
生
常
任
委
員
会
、
議

会
運
営
委
員
会
及
び
駅
前
等
再
開
発

特
別
委
員
会
で
審
査
が
行
わ
れ
、
い

ず
れ
も
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
本
８
件
に
つ
い
て
は
、

12
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
第
４
回
定

例
会
の
初
日
の
本
会
議
で
、
そ
れ
ぞ

れ
審
査
を
行
っ
た
委
員
会
の
委
員
長

か
ら
審
査
結
果
の
報
告
を
受
け
、
賛

成
、
反
対
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

の
討
論
の
後
、
採
決
を
行
い
、
い
ず

れ
も
認
定
し
ま
し
た
。



せっつ  議会だより第１６２号 平成１９年１月１５日

◇市の財政状況と大規模プロジェクトとの相関関係
◇女性消防隊に対する取り組み
◇環境政策としての割り箸やレジ袋
◇マスコットキャラクターのセッピィの活用
◇広報の組織
◇公共施設巡回バスの今後と行政の係わり方
◇長期休職の市職員の対応
◇防災資機材の拡充
◇(仮称)市民活動推進条例の早期制定
◇市民サービス向上のためのフロアマネジャー配置
◇住宅用火災警報器設置の啓発と購入補助
◇入札方法及び随意契約の見直し
◇公共事業をめぐる汚職･腐敗の防止
◇人間基礎教育
◇火災時の連絡体制
◇男女共同参画推進条例の策定
◇消防団の消火時の装備と火災現場における指揮系　
　統、密集地の防火対策の現況
◇(仮称)犯罪被害者支援条例の制定
◇小学校統廃合後の学校跡地・施設の活用、地域コミ
　ュニティ活動への影響

◇ＪＲ千里丘駅周辺の放置自転車対策
◇千里丘三島線の整備
◇安威川ふれあいづつみ(正雀本町地域)の維持・管理
◇正雀地域の交通対策(大型車の規制、交通バリアフ
　リー基本構想の進捗)
◇吹田操車場跡地まちづくり計画委員会及び同促進協
　議会の公開性と市民要望のくみ上げ
◇水需要の拡大策と基本料金の設定
◇下水道事業健全化計画の見直し

◇上・下水道料金体系の見直しと歳入確保

◇青色回転灯付きパトロール車を地域ボランティア市
　民、団体が活用できる仕組み
◇人間基礎教育の学校での具体的な取り組み・実践
◇給食費未納の現状と取り組み
◇教育基本法改正に伴う対応と今後の教育委員会のあ
　り方
◇全保育園・幼稚園・小中学校へのＡＥＤ設置
◇学校施設の外壁の塗装改修と門のリニューアル
◇いじめ、不登校児童の実態とその対策
◇放課後こどもプランの創設と学童保育、わくわく広
　場の充実
◇学校周辺および通学路の安全確保
◇統合される両小学校の通学路の整備、児童等の交流
　などハード・ソフト両面の準備

◇障害者自立支援法実施以降の市民の反応と現行制度
　の評価、環境整備と現況
◇環境問題における事業所への指導
◇乳幼児医療費助成制度の拡充
◇介護保険制度
◇エコドライブ普及・推進の取り組み
◇環境家計簿の取り組み
◇安心して子どもを産み育てられる医療体制や子育て
　支援策
◇火災発生直後の応急活動の迅速な立ち上げ、関係機
　関との連携の確立と復旧事業のマニュアル化
◇生活保護行政(就労支援･指導と実態に則した援助)
◇商工会の特定政党利用
◇一般廃棄物処理の現状、課題と将来の見通し

１２月２１日・２２日の本会議で１６人の議員が次の
項目の一般質問を行いました。

第
４
回
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
の
内
容
及
び

取
り
扱
い
は
次
の
と
お
り
で
す
。

主
な
議
案
の
内
容
・
審
議
経
過

議 会 で 決 ま っ た こ と
　第４回定例会で議決された案件は次のとおりです。
　議決の状況ごとに区分してお知らせします。

件　　　　　　　　　　名 議決結果

　
議
会
は
、
12
月
８
日
の
本
会
議
で
、

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
を
行
い
、
次

の
方
を
当
選
人
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
池
上
　
繁
隆
　
氏

　
住
所
＝
千
里
丘
東
２
丁
目

　
葭
中
　
冨
佐
子
　
氏

　
平
成
18
年
12
月
１
日
付
け
で
、
民
主

党
会
派
の
石
橋
議
員
が
会
派
を
離
れ
、

無
所
属
と
な
り
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

　
平
成
18
年
12
月
４
日
に
受
理
し
た

下
水
道
使
用
料
金
の
値
上
げ
中
止
を
求

め
る
請
願
に
つ
い
て
は
、
22
日
の
本
会

議
で
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
請
願
内
容
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

請
願
者
　
摂
津
民
主
商
工
会
　
会
長
　

　
坂
本
雅
義
氏

署
　
名
　
　
４
５
０
０
名

全員賛成
○議席の一部変更 決　　定
○固定資産評価審査委員会委員の選任 同　　意
○平成17年度水道事業・財産区財産・パートタイマー等 認　　定
　退職金共済各会計決算
○消防団員等公務災害補償条例の一部改正専決処分報告 承　　認
○平成18年度国民健康保険特別会計補正予算 可　　決
○淀川右岸水防事務組合・安威川、淀川右岸流域下水道 可　　決
　組合規約の一部変更
○副市長の定数を定める条例の制定 可　　決
○地方自治法の一部改正に伴う関係条例の整備に関する 可　　決
　条例の制定
○市職員等公務災害見舞金支給条例の一部改正 可　　決
○障害児童センター条例の一部改正 可　　決
○老人医療費の助成に関する条例の一部改正 可　　決
○市立自動車・自転車駐車場条例の一部改正 可　　決
○国民健康保険条例の一部改正 可　　決
○消防賞じゅつ金支給条例の一部改正 可　　決
○火災予防条例の一部改正 可　　決
○災害見舞金等支給条例の一部改正 可　　決
○会議規則・委員会条例の一部改正 可　　決
○障害者自立支援法の施行にともなう諸問題の解決を求 可　　決
　める意見書
○生活保護制度に関する意見書 可　　決
○難病医療費適用範囲見直しに関する意見書 可　　決
○肝炎問題の早期全面解決とウィルス性肝炎患者の早期 可　　決
　救済を求める意見書
○「非核三原則」の堅持を求める意見書 可　　決
○「法テラス」の更なる体制整備・充実を求める意見書 可　　決
○「マザーズハローワーク」の設置拡充を求める意見書 可　　決

賛成多数
○平成17年度一般・国民健康保険・老人保健医療・公共 認　　定
　下水道・介護保険各会計決算
○平成18年度一般会計補正予算 可　　決
○大阪府後期高齢者医療広域連合の設置に関する協議 可　　決
○工事請負契約締結 可　　決
○市税条例の一部改正 可　　決

選　挙
○選挙管理委員会委員及び同補充員選挙 決　　定

　
本
件
は
、
市
立
味
舌
小
学
校
と
味
舌

東
小
学
校
の
統
合
に
伴
う
味
舌
東
小
学

校
校
舎
及
び
給
食
場
新
築
等
の
工
事
で

す
。

　
主
な
工
事
の
内
容
は
、
校
舎
新
築

(

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
４
階
建)

と

職
員
室
の
増
築
、
既
設
校
舎
の
改
修
及

び
給
食
場
新
築
（
鉄
骨
造
、
平
屋
建
）

な
ど
で
す
。

　
契
約
金
額
は
、
7
億
４
８
０
０
万

円
、
契
約
の
相
手
先
は
小
田
急
・
岸
本

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
で
、
契
約

方
法
は
一
般
競
争
入
札
で
す
。
工
期
は

平
成
20
年
３
月
20
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
本
件
は
、
12
月
８
日
の
本
会
議
で
提

案
説
明
を
受
け
、
質
疑
の
の
ち
、
採
決

を
行
い
可
決
し
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び

同
補
充
員
の
当
選
人
を
決
定

味
舌
東
小
の
校
舎
な
ど

工
事
請
負
契
約
を
可
決

下
水
道
使
用
料
の
請
願

閉
会
中
の
継
続
審
査
に

　
議
会
は
、
12
月
８
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
、
石
田
洋
子
氏
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
引
き
続
き
同
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

　
石
田
　
洋
子
　
氏

　
住
所
＝
鳥
飼
西
４
丁
目

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委

員

選

任

に

同

意

　
住
所
＝
別
府
１
丁
目

　
木
田
　
徳
幸
　
氏

　
住
所
＝
鳥
飼
八
防
１
丁
目

　
辻
　
　
晴
雄
　
氏

　
住
所
＝
正
雀
本
町
２
丁
目

○
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

　
久
間
　
秀
一
　
氏

　
住
所
＝
庄
屋
２
丁
目

　
土
井
　
絹
代
　
氏

　
住
所
＝
鳥
飼
本
町
4
丁
目

　
稲
田
　
盛
一
　
氏

　
住
所
＝
新
在
家
１
丁
目

　
奥
野
　
律
子
　
氏

　
住
所
＝
千
里
丘
東
１
丁
目

請
願
内
容

　
(1)
　
２
０
０
７
年
度
か
ら
の
下
水
道

　
　
使
用
料
金
の
値
上
げ
は
中
止
す
る

　
　
こ
と
。

　
(2)
　
計
画
的
に
未
整
備
地
域
の
下
水

　
　
道
整
備
を
す
す
め
る
こ
と
。


